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事業目的 

 

北広島町・安芸太田町は、各町の地域公共交通計画に基づき、デマンド交通や定額タクシーなど利用

者データの収集を図ることで、実績データに基づく住民向け地域公共交通サービスの継続・改善など検討を

開始している。 

地域交通事業者は、サービス提供において人口減少への対応・働き手確保に向けた更なる生産性の向

上が求められることから、実績データ活用による利用者・事業者目線に基づく事業の再編や利用者の増加

対策など、具体的対策・打ち手の検討・展開が喫緊の課題となっている。 

本事業の目的は、北広島町・安芸太田町エリアの地域公共交通サービスを担う交通事業者が中心とな

って、モビリティ人材を育成する仕組みを検討・構築するとともに、地域公共交通の持続可能性の向上に資

する人材を育成することである。 
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事業概要 

 

 

 

事業名 持続可能な交通網の創造・都市と地方の人流をデザインする人材育成事業 

事業期間 令和 6 年 9 月 19 日(交付決定日)～令和 7 年 1 月 31 日 

事業実施者 

MaaS 活用・芸北地域交通検討実行委員会 

地域公共交通のリ・デザイン推進を目的に、広島県芸北地域(北広島町・安芸太

田町)の交通事業者で構成される実行委員会組織。 

【構成員】 

北広島町: ホープバス協同組合/構成会社:(有)大朝交通、(株) 八重タクシー、

(株) 総合企画コーポレーション 

安芸太田町: 三段峡交通(株)、加計交通(株)  

事業実施地域 広島県山県郡 (芸北地域)北広島町・安芸太田町および、広島市(の一部地域)  

人材育成の対象 
事業参加者：交通事業者(MaaS 業務担当)、観光・宿泊・物販事業者・団体などの

マーケティング担当者、市民・自治体職員 

習得するスキル 交通に関する知見 ・ データ活用のノウハウ ・ コーディネートスキル  

人材育成の手法 セミナー×2 回、ワークショップ×1 回、フィールドワーク×1 回を開催 

人材育成の内容 

地域の多様な主体者を対象に、地域公共交通の現状や課題および、データサイエンス

の基礎知識習得の研修会を開催するとともに、デジタル活用スキルの向上 (観光型

MaaS・DX 活用スキル向上)を目的とした講義・実習をはじめ、課題解決に向けた対策

検討・意見交換会の開催、人材交流・マッチング支援を通じモビリティ人材を育成する。 

想定受講人数 

(当初計画) 

交通事業者、観光・宿泊・物販事業者・団体、市民・自治体職員(セミナー等の合計

参加者数) 30 名 

想定育成人数 

(当初計画) 

目標 5 名(交通事業者 3 名/北広島町・安芸太田町・広島市など各 1 名、その他 2

名/北広島町・安芸太田町各 1 名) 

  

基本情報(当初計画) 
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テーマ・目的 開催概要 

プログラム①セミナー 

テーマ:地域公共交通の現状や課題 

目的:地域公共交通に関する知見の

習得(向上支援) 

開催日:9 月 25 日 

企画内容:地域公共交通計画から、地域公共交通の現状や課題を学ぶ 

専門家：株式会社バイタルリード代表取締役 森山 昌幸 

開催場所・参加者数:北広島町会場・安芸太田町会場 合計 27 名 

(北広島町役場:交通 9 社、自治体 2 名、町会議員 1 名、商工会 2 名、観

光協会 1 名・計 15 名)、(安芸太田町役場:交通 4 社、自治体 2 名、商工

会 1 名、DMO2 名、地域企業 3 社・計 12 名)    

プログラム②セミナー 

テーマ:データサイエンス入門 

目的: データ活用のノウハウに関する

知見の習得(向上支援) 

開催日:9 月 25 日 

企画内容:データサイエンス入門・データ活用の重要性を学ぶ  

専門家：株式会社バイタルリード代表取締役 森山 昌幸様 

開催場所・参加者数:北広島町会場・安芸太田町会場 合計 27 名 

(北広島町役場:交通 9 社、自治体 2 名、町会議員 1 名、商工会 2 名、観

光協会 1 名・計 15 名)、(安芸太田町役場:交通 4 社、自治体 2 名、商工

会 1 名、DMO2 名、地域企業 3 社・計 12 名)    

プログラム③ワークショップ 

テーマ:MaaS・IT 活用スキル向上 

目的:デジタルスキル強化支援 

開催日:12 月 11 日  

企画内容：観光型 MaaS・IT(OTA※・電子チケット)活用スキル向上 

専門家：株式会社日本旅行 MaaS 事業推進本部 古川 太一様 

開催場所・参加者数：北広島町商工会会議室・合計 23 名 

(交通 7 社 9 名、自治体 3 名、DMO・観光協会 3 名、商工会 3 名、地域

企業 3 社 6 名)  

※Online Travel Agent=オンライン・トラベル・エージェント 

プログラム④フィールドワーク 

テーマ:地域企業コーディネート事例

視察 

目的:コーディネートスキル強化 

開催日:1 月 16 日  

企画内容：MOBIRY※を活用した地域企業コーディネート事例の現地視察  

ファシリテーター：一般社団法人地域商社あきおおた 志水大将様 

開催場所・参加者数: 安芸太田町道の駅・JA 広島市戸河内支店会議室 

合計 17 名(交通 7 社、自治体 2 名、DMO2 名、地域企業 4 社 6 名)  

※広島電鉄(株)が、広島県内で提供する交通・観光電子チケットの仕組み 

名称:モビリィ 

プログラム⑤人材交流・マッチング 

テーマ:課題解決に向けた対策検討 

目的:交通事業者と共創先人材の

交流・マッチング支援 

開催日:1 月 16 日  

企画内容:地域公共交通の利用者増加対策の仮説を踏まえ、共創先とし

て想定する地域の多様な主体(宿泊・観光・飲食事業者等)と交通事業者

の人材交流やシステムソリューション事業者とのマッチングを開催・支援。 

開催場所・参加者数: JA 広島市戸河内支店会議室・合計 18 名 

(交通 7 社、自治体 2 名、DMO2 名、地域企業 5 社 7 名) 

  

人材育成プログラム(概要) 
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実施内容(人材育成プログラム) 

プログラム①セミナー 

実施概要 
開催日:令和 6 年 9 月 25 日 開催場所・時間:北広島町役場・10:00～10:50 

安芸太田町役場・13:30～14:30 (2 会場開催) 参加者数:27 名(2 会場合計)  

目的 地域公共交通に関する知見の習得(向上支援) 

 テーマ 地域公共交通の現状や課題 

実施内容 

1.地域公共交通の現状や課題について 

 説明者 (北広島町会場)北広島町まちづくり推進課 土井 孝行様 

(安芸太田町会場)安芸太田町企画課 冨樫 敬史様 

 ・計画の概要 

 ・地域公共交通の現状 

 ・地域公共交通の課題 

 ・地域公共交通計画の目標   (終了後、5 分程度質疑対応) 

 

2.【行政主体】利用者の増加を目的とした打ち手・対策について 

 専門家(2 会場共通講師) 株式会社バイタルリード代表取締役 森山 昌幸様 

 ・過疎地域における公共交通の利用促進策 (終了後、5 分程度質疑対応) 

 

3.デマンド交通利用者データを活用した利用者の増加対策の検討案について 

  発表者(2 会場共通) 事務局:YMFG ZONE プラニング  

・利用者の利便性/満足度向上 

  ①地域内共創モデルの取り組みに関する仮設検討 

   商業施設(小売店)・病院・福祉施設との共創モデルなど 

  ②地域内外共創モデルの取り組みに関する仮設検討 

   複数交通モードの連携による地域住民のシームレスな移動と消費拡大など 

 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

別冊資料 

・人材育成プログラム実施報告書①②(北広島町・安芸太田町) 

・配布資料①②(北広島町会場・安芸太田町会場) 
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プログラム②セミナー 

実施概要 
開催日:令和 6 年 9 月 25 日 開催場所・時間:北広島町役場・10:50～11:45 

安芸太田町役場・14:30～15:30 (2 会場開催) 参加者数:27 名(2 会場合計)  

目的 データ活用のノウハウに関する知見の習得(向上支援) 

テーマ データサイエンス入門 

実施内容 

4.デマンド交通利用者(実績)データの概要について 

発表者(2 会場共通) 事務局:YMFG ZONE プラニング 

 ・利用目的・目的地データの集計・分析概要(生活関連サービス) 

 ・利用時間・曜日データの集計・分析概要(混雑時間・曜日の傾向) 

 ・車両別乗合率・平均乗車人員分析概要(エリア・目的地) 

 ・利用アカウント数・トリップ数分析概要(月間トリップ数・利用アカウント数の傾向) 

 

5.【事業者主体】利用者の増加を目的とした打ち手・対策について 

 専門家(2 会場共通講師) 株式会社バイタルリード代表取締役 森山 昌幸様 

 ・過疎地域における交通事業者の取組 

 

6.地域の多様な主体に関するデータを活用した利用者の増加対策の検討案について 

 発表者(2 会場共通) 事務局:YMFG ZONE プラニング  

③観光・商業施設等集客・現地消費額に関するデータ仮設検討 

  観光・商業施設等との共創モデル(観光 2 次交通・貨客混載・モビリティ拠点)など 

 ④地域外(広島市内観光客)共創モデルの取り組みに関する仮設検討 

  訪日インバウンド観光客をターゲットにした観光事業の開発など           

  

7.意見交換(交通事業者を中心とした取り組みの検討) 

 テーマ:地域内・地域内外・2 町広域連携・地域外共創モデルなど   

ファシリテーター(2 会場共通) 有限会社大朝交通 堀田祐作氏 

  
 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

別冊資料 

・人材育成プログラム実施報告書①②(北広島町・安芸太田町) 

・配布資料①②(北広島町会場・安芸太田町会場)  
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プログラム③ワークショップ 

実施概要 
開催日:令和 6 年 12 月 11 日 開催場所:北広島町商工会議所会議室 

開催時間:13:30～15:20  参加者数:23 名  

目的 デジタルスキル強化(民間 MaaS・IT 活用スキル向上) 支援 

テーマ 観光型 MaaS・IT(OTA)活用スキル向上 

実施内容 

1.観光型 MaaS や OTA を活用した交通事業の取り組みについて 

 (1)JR 西日本 WESTER を活用した利用者増加の取り組みについて 

  専門家(講師) 株式会社日本旅行 MaaS 事業推進本部 古川 太一様 

  ①日本旅行における MaaS 事業についてご紹介 

  ②WESTER、tabiwa アプリのご紹介 

  ③WESTER を活用したﾃﾞｼﾞﾀﾙｿﾘｭｰｼｮﾝのご紹介 

  ④日本旅行の取り組み実績 

  ⑤地域事業者様と進める取り組みについて 

   ・MaaS チケットの造成について 

  ・MaaS チケットの効果的な販売 

  ・事業者様との連携体制の構築 

 (2)OTA(JTRweb)情報共有 

 (3)質疑応答  

 

2.デジタルチケットを活用した利用者増加対策の取り組みについて 

 発表者 広島電鉄株式会社 バス事業本部 藤谷 有紀様 

  ・モビリィ活用事例   安芸太田町などの取組事例 

  ・新たな取り組みに向けたご案内 

  ・質疑応答           

 

3.意見交換(交通事業者を中心とした取り組みの検討) 

 テーマ:地域内外・地域外共創モデルの取り組みなど 

ファシリテーター 有限会社大朝交通 堀田祐作氏 

 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

別冊資料 

人材育成プログラム実施報告書③・配布資料③ 
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プログラム④フィールドワーク 

実施概要 
開催日:令和 7 年 1 月 16 日 開催場所:安芸太田町道の駅・JA 広島市戸河内支店会議室 

開催時間:13:00～14:00  参加者数:17 名  

目的 コーディネートスキル強化支援 

テーマ 
MOBIRY※を活用した地域企業コーディネート事例の現地視察 

※広島電鉄(株)が、広島県内で提供する交通・観光電子チケットの仕組み 

実施内容 

 1.フィールドワーク-コーディネートスキル強化研修  

 ・MOBIRY(モビリィ)活用事例 現地視察 

案内者：一般社団法人地域商社あきおおた 志水大将様 

  道の駅 来夢とごうち～バスターミナル 

 ・バスノー旅の取り組みについて 

 発表者：一般社団法人地域商社あきおおた 志水大将様 

  質疑応答 

 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

別冊資料 

人材育成プログラム実施報告書④・配布資料④ 
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プログラム⑤人材交流・マッチング 

実施概要 
開催日:令和 7 年 1 月 16 日 開催場所:JA 広島市戸河内支店会議室  

開催時間:14:00～15:20  参加者数:18 名(オンライン参加者 1 名を含む)  

目的 交通事業者と共創先人材の交流・マッチングを支援 

企画内容 

地域公共交通の利用者増加対策の仮説を踏まえ、共創先として想定する地域の多様な主体

(宿泊・観光・飲食事業者等)と交通事業者の人材交流やシステムソリューション事業者とのマッ

チングを開催・支援。 

実施内容 

2.マッチング(システムソリューション提供事業者)支援 

  ・JR 西日本 wester を活用した配車予約サービスの取組事例 

  事例発表者:株式会社 REA 横山 雄一郎様 

  質疑応答           

 

3. 人材交流・意見交換(交通事業者を中心とした取り組みの検討) 

 テーマ(案):地域公共交通を活用した共創モデルの仮説設計(検討) 

 ファシリテーター(2 会場共通) 有限会社大朝交通 堀田祐作氏 

 ・広域(高速・在来)幹線バス事業との共創による地域交通事業の活性化        

 ・令和 7 年度実証事業計画(案)仮説設計  

 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

別冊資料 

人材育成プログラム実施報告書⑤・配布資料⑤ 
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地域公共交通・多様な主体に関連するデータの集計・集約 

1. 北広島町・安芸太田町「デマンド交通」に係る基礎データ集約 

目的: 実績データに基づく地域公共交通サービスの継続・改善など検討を行う 

出所: 北広島町エリア：令和 6 年度ホープタクシー(デマンド交通)の利用者データ 

                       (個人情報が紐づかない事業内で共有可能な匿名データを集計・集約) 

安芸太田町エリア：令和 6 年度 morica(モリカー/定額タクシー)の利用者データ 

                       (個人情報が紐づかない事業内で共有可能な匿名データを集計・集約) 

内容: データ集計・集約項目(北広島町・安芸太田町 2 町個別集計) 

1.月間利用者数の概要について 

2.利用アカウント数・トリップ数の概要について 

3.目的地情報データの概要について 

4.利用時間・曜日情報データの概要について 

5.車両乗車情報データの概要について 

 

【データ集計・集約事例(抜粋)】 

  
 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

別冊資料 

【参考資料⑥】北広島町・安芸太田町デマンド交通に係る基礎データ 
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2. 北広島町・安芸太田町広域地域公共交通に係る基礎データ集約 

目的：実績データに基づく広域地域公共交通サービスの継続・改善など検討を行う 

出所：北広島町エリア・・・令和 6 年度広島電鉄バス利用者データ 

安芸太田町エリア・・・令和 6 年度広島電鉄バス利用者データ 

      (個人情報が紐づかない事業内で共有可能な匿名データを集計) 

内容: データ集計・集約項目 

1.琴谷線(在来)利用者実績データ(北広島町エリア) 

2.三段峡(在来)利用者実績データ(安芸太田町エリア) 

3.三次線(高速)利用者実績データ(北広島町エリア) 

4.庄原線(高速)利用者実績データ(北広島町エリア) 

5.三段峡(高速)利用者実績データ(安芸太田町エリア) 

 

【データ集計・集約事例(抜粋)】 

 

 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

別冊資料 

【参考資料⑦】北広島町・安芸太田町広域幹線交通に係る基礎データ 
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3. 北広島町・安芸太田町「多様な主体」に関連するデータの集約 

目的：実績データに基づく地域公共交通サービスの共創モデルの検討を行う 

出所：北広島町・・・北広島町観光客統計調査票平成 27 年～令和 4 年データを集計 

安芸太田町・・・安芸太田町観光客統計調査票平成 30 年～令和 5 年データを集計 

広島市  ・・・令和 5 年広島市観光動向調査データ出典 

内容：データ集計・集約項目 

1.北広島町観光動態データ   

2.安芸太田町観光動態データ  

3.広島市観光動態データ 

 

【データ集計・集約事例(抜粋)】 

 

  

 

 

 

 

詳細については、別冊資料ご参照ください。 

 

別冊資料 

【参考資料⑧】市町別観光動態データ 
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観光分野における共創モデル仮説の設計 

1. 地域内共創モデル 観光客向け(交通空白解消)乗合タクシー運行 

定額タクシー・デマンドタクシーのスキームを活用、「交通空白」解消に向けた乗合タクシーを運行。 

【実証運行イメージ】 
 

 
2. 地域内外共創モデル 住民・観光客向け乗継の利便性向上対策   

広域(高速・在来)幹線バスと乗合(定額・デマンド)タクシーの乗継(住民・観光向け)サービスを提供。 

【実証運行イメージ】 
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3. 周遊モデルコース(案) 低山登山・縦走コース(北広島町・安芸太田町・広島市) 

北広島町・安芸太田町の強みである自然資源を観光の目的地として企画・設定、目的地化を図る。 

【運行コースイメージ①】地図・写真出所:YAMAP ホームページ 
 

 
(地図・写真 出所:YAMAP ホームページ) 

【運行コースイメージ②】 
 

 

(地図・写真 出所:YAMAP ホームページ) 
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【運行コースイメージ③】 
 

 
(地図・写真 出所:YAMAP ホームページ) 

【運行コースイメージ③】 
 

 

目的地化により、新たな観光ルート・乗車場所(観光用バス停)を設定、新たな区域運行の検討を行う。 

多様な主体(宿泊・入浴・飲食・体験サービス含む)との共創により、付加価値提供を図る。 

(地図・写真出所:YAMAP

ホームページ) 
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令和 7年度実証運行計画(利用者増加対策・打ち手)案の検討 

地域公共交通の持続可能性向上に向け、利用者増加対策・打ち手として実証運行計画案の検討を行った。 

1. 国内旅行客(自然体験)・インバウンドを対象とした「観光の足」 

(1)運行イメージ(広島市内発着) 

 

(2)共創モデル(案) 広島市内交通事業者：広島電鉄株式会社  

 
 

(3) 共創モデル(案) 地域観光事業者：宿泊(入浴含む)・飲食・体験サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真出所:地域商社あきおおたホームページ 

写真出所:地域商社あきおおたホームページ 

ロゴ・チケットイメージ 出所:広島電鉄ホームページ 



 

 

16 

 

(4) 共創モデル(案) 観光型 MaaS 事業者：JR 西日本・株式会社日本旅行 

  広島市外及び県域外の旅行者誘客を促進、MaaS 連携・IT 活用を基本戦略とする。 

  広島都心部(広島駅新幹線口や広島バスセンター)から北広島・安芸太田町の玄関口～目的地を結ぶ。 

 

 

(5) ターゲット:自然愛好家(案) 

北広島町・安芸太田町の強みである自然資源を観光の目的地として企画・設定、目的地化を図る。 

スキー場をはじめ、多様な主体(宿泊・入浴・飲食・体験サービス含む)との共創により、付加価値提供を図る。 

 
 

(6)令和 7 年度に向けた展開(予定) 

北広島町・安芸太田町担当課を通じ、両町長に地域公共交通の持続可能性向上に向けた「利用者増加 

対策・打ち手」として実証運行計画案を報告の上、改めて次年度の取り組みに向け相談・検討を行う。 

 

(地図・写真 出所:YAMAP ホームページ) 
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事業の成果(当初計画の遂行状況) 

(○実施済み、◎当初目標 2 倍以上) 

当初計画(交付申請時)については、全て実施済みである。セミナー等の合計参加者数については、当初の想定

を大幅に上回る結果(◎)となった。育成人員も同様に、交通事業者を中心に想定を大幅に上回る人員を育成

支援することができた。(中核人材:交通事業者 6 名、DMO・観光協会・地域企業 4 名) 

 

項目 当初計画(交付申請時) 
遂行 

状況 
備考 

事業実施地域 
広島県山県郡北広島町・安芸太田町

および広島市  
○ 

北広島町・安芸太田町および広島市

に所在する交通事業者を中心に事業

を実施した。 

人材育成の対象 

交通事業者(MaaS 業務担当)、観

光・宿泊・物販事業者・団体などのマー

ケティング担当者、市民・自治体職員 

○ 
地域の多様な主体を対象とした人材

育成を実施した。 

習得するスキル 

・交通に関する知見 

・データ活用のノウハウ 

・コーディネートスキル  

○ 
習得を目指す各スキルに対しプログラ

ムを提供した。 

人材育成の手法 

・セミナー×2 回 

・ワークショップ×1 回 

・フィールドワーク×1 回 

 合計 4 回開催 

○ 

当初計画を達成、人材育成プログラム

4 回開催をはじめ人材交流・マッチング

支援を 1 回実施した。 

人材育成の内容 

・地域公共交通の現状や課題、データ

サイエンスの基礎知識習得の研修会を

開催。 

・デジタル活用スキルの向上 (観光型

MaaS・DX 活用スキル向上)を目的と

した講義・実習を開催。 

・課題解決に向けた対策検討・意見交

換会の開催、人材交流・マッチング支

援を開催。 

○ 
当初計画を達成、予定するプログラム

をすべて実施した。 

想定受講人数 セミナー等の合計参加者数 30 名 ◎ 合計参加者数 112 名(累計) 

想定育成人数 目標 5 名 ◎ 
交通事業者を中心に、10 名程度を

中核人材として育成を開始した。 
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別冊資料情報 

(9/25 セミナ－) 

⚫ 人材育成プログラム実施報告書①②(北広島町・安芸太田町) 

⚫ 配布資料①②(北広島町会場・安芸太田町会場) 

(12/11 ワークショップ) 

⚫ 人材育成プログラム実施報告書③ 

⚫ 配布資料③ 

(1/16 フィールドワーク) 

⚫ 人材育成プログラム実施報告書④ 

⚫ 配布資料④ 

(1/16 人材交流・マッチング) 

⚫ 人材育成プログラム実施報告書⑤ 

⚫ 配布資料⑤ 

(地域公共交通・多様な主体に関連するデータの集計・集約) 

⚫ 【参考資料⑥】北広島町・安芸太田町デマンド交通に係る基礎データ 

⚫ 【参考資料⑦】北広島町・安芸太田町広域幹線交通に係る基礎データ 

⚫ 【参考資料⑧】市町別観光動態データ 

 

 


